
議 第 ４ ９ 号  

市 が 進 め て い る （ 仮 称 ） 郷 土 史 博 物 館 事 業 を

今 、 実 施 す る こ と の 賛 否 を 問 う 住 民 投 票 条 例

制 定 に つ い て  

 市 が 進 め て い る （ 仮 称 ） 郷 土 史 博 物 館 事 業 を 今 、 実 施 す

る こ と の 賛 否 を 問 う 住 民 投 票 条 例 の 制 定 の 請 求 を 受 理 し た

の で 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ７ ４ 条 第

３ 項 の 規 定 に よ り 、 別 紙 の と お り 意 見 を 付 け て 市 議 会 に 付

議 す る 。  

 

  令 和 ７ 年 ６ 月 １ ８ 日  提 出  

 

           富 士 宮 市 長  須  藤  秀  忠  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   市 が 進 め て い る （ 仮 称 ） 郷 土 史 博 物 館 事 業 を 今 、 実 施 す る  

こ と の 賛 否 を 問 う 住 民 投 票 条 例   

 （ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 市 が 進 め て い る （ 仮 称 ） 郷 土 史 博 物 館 事 業 （ 令 和

４ 年 ３ 月 に 策 定 し た （ 仮 称 ） 富 士 宮 市 立 郷 土 史 博 物 館 基 本 構 想 に 基 づ

き 実 施 す る 事 業 を い う 。 以 下 「 博 物 館 事 業 」 と い う 。） に つ い て 、 今 、

実 施 す る こ と の 賛 否 を 市 民 に 問 う こ と を 目 的 と す る と 同 時 に こ れ を 契

機 に 、 市 民 一 人 一 人 が 市 政 に 関 心 を 持 ち 、 自 ら の ま ち の 未 来 を 自 ら 考

え 、 決 め て い く 「 住 民 自 治 」 を 深 め て い く こ と を 目 指 す も の で あ る 。  

 （ 住 民 投 票 ）  

第 ２ 条  前 条 の 目 的 を 達 成 す る た め 、市 民 に よ る 投 票（ 以 下「 住 民 投 票 」

と い う 。） を 行 う 。  

 （ 執 行 ）  

第 ３ 条  住 民 投 票 は 、 市 長 が 執 行 す る も の と す る 。  

２  市 長 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 １ ８ ０ 条 の ２ の

規 定 に 基 づ き 、 協 議 に よ り 、 そ の 権 限 に 属 す る 住 民 投 票 の 管 理 及 び 執

行 に 関 す る 事 務 を 富 士 宮 市 選 挙 管 理 委 員 会 （ 以 下 「 選 挙 管 理 委 員 会 」

と い う 。） に 委 任 す る も の と す る 。  

 （ 投 票 日 ）  

第 ４ 条  住 民 投 票 の 期 日（ 以 下「 投 票 日 」と い う 。）は 、こ の 条 例 の 施 行

の 日 か ら 起 算 し て 、 ６ ０ 日 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 市 長 が 定 め る も

の と す る 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 投 票 日 を 定 め た と き は 、 速 や か に 選 挙 管

理 委 員 会 に 通 知 す る も の と す る 。  

３  選 挙 管 理 委 員 会 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 通 知 が あ っ た と き は 、 当 該 投

票 日 を そ の ７ 日 前 ま で に 告 示 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 投 票 資 格 者 ）  

第 ５ 条  住 民 投 票 の 投 票 の 資 格 を 有 す る 者（ 以 下「 投 票 資 格 者 」と い う 。）

は 、 公 職 選 挙 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 １ ０ ０ 号 ） 第 ９ 条 第 ２ 項 の 規 定 に

よ り 富 士 宮 市 の 議 会 の 議 員 及 び 長 の 選 挙 権 を 有 す る 者 で あ っ て 、 前 条



第 ３ 項 の 規 定 に よ る 告 示 の 日 の 前 日 に お い て 富 士 宮 市 の 選 挙 人 名 簿 に

登 録 さ れ て い る も の 又 は 登 録 さ れ る 資 格 を 有 す る も の と す る 。  

 （ 投 票 資 格 者 名 簿 ）  

第 ６ 条  選 挙 管 理 委 員 会 は 、 投 票 資 格 者 に つ い て 投 票 資 格 者 名 簿 を 調 製

し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 投 票 の 方 法 ）  

第 ７ 条  住 民 投 票 の 投 票 を 行 う 投 票 資 格 者（ 以 下「 投 票 人 と い う 。」）は 、

投 票 日 に 自 ら 投 票 所 に 行 き 、 投 票 資 格 者 名 簿 又 は そ の 抄 本 の 対 照 を 経

て 、 投 票 し な け れ ば な ら な い 。  

２  投 票 人 は 、 投 票 人 の 自 由 意 志 に 基 づ き 、 博 物 館 事 業 を 今 、 実 施 す る

こ と に 賛 成 す る と き は 投 票 用 紙 （ 別 記 様 式 ） の 賛 成 欄 に 、 反 対 す る と

き は 投 票 用 紙 （ 別 記 様 式 ） の 反 対 欄 に 〇 の 記 号 を 自 ら 記 載 し て 、 こ れ

を 投 票 箱 に 入 れ な け れ ば な ら な い 。  

３  視 覚 障 害 を 有 す る 投 票 人 は 、点 字 に よ る 投 票 を 行 う 場 合 に お い て は 、

博 物 館 事 業 を 今 、実 施 す る こ と に 賛 成 す る と き は 投 票 用 紙（ 別 記 様 式 ）

に 点 字 に よ り 賛 成 を 、 博 物 館 事 業 に 反 対 す る と き は 投 票 用 紙 （ 別 記 様

式 ） に 点 字 に よ り 反 対 を 自 ら 記 載 し て 、 こ れ を 投 票 箱 に 入 れ な け れ ば

な ら な い 。  

４  第 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 心 身 の 故 障 そ の 他 の 事 由 に よ り 、 自 ら

〇 の 記 号 を 記 載 す る こ と が で き な い 又 は 投 票 日 に 投 票 所 に 行 く こ と が

で き な い 投 票 人 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 投 票 を す る こ と が で き

る 。  

５  住 民 投 票 は 、 １ 人 １ 票 と し 、 秘 密 投 票 と す る 。  

 （ 投 票 の 効 力 の 決 定 ）  

第 ８ 条  投 票 の 効 力 の 決 定 に 当 た っ て は 、 次 条 の 規 定 に 反 し な い 限 り に

お い て 、 そ の 投 票 を し た 投 票 人 の 意 思 が 明 白 で あ れ ば 、 そ の 投 票 を 有

効 と す る よ う に し な け れ ば な ら な い 。  

（ 無 効 投 票 ）  

第 ９ 条  次 に 揚 げ る 投 票 は 、 無 効 と す る 。  

⑴  所 定 の 投 票 用 紙 を 用 い な い も の  



⑵  〇 の 記 号 以 外 の 事 項 を 記 載 し た も の  

⑶  〇 の 記 号 の ほ か 、 他 事 を 記 載 し た も の  

⑷  〇 の 記 号 を 投 票 用 紙 の 賛 成 欄 及 び 反 対 欄 に 重 複 し て 記 載 し た も の  

⑸  〇 の 記 号 を 投 票 用 紙 の 賛 成 欄 又 は 反 対 欄 の い ず れ に 対 し て 記 載 し

た の か 確 認 し 難 い も の  

⑹  〇 の 記 号 を 自 ら 記 載 し た も の で な い も の  

⑺  何 も 記 載 し て い な い も の  

（ 情 報 の 提 供 ）  

第 １ ０ 条  市 長 は 、 住 民 投 票 の 適 正 な 執 行 を 確 保 す る た め 、 投 票 資 格 者

が 賛 否 を 判 断 す る の に 必 要 な 情 報 の 提 供 に 努 め る も の と す る 。  

（ 投 票 運 動 ）  

第 １ １ 条  住 民 投 票 に 関 す る 投 票 運 動 は 、 買 収 、 脅 迫 等 投 票 資 格 者 の 自

由 な 意 思 を 拘 束 し 、 又 は 不 当 に 干 渉 す る も の で あ っ て は な ら な い 。  

２  前 項 の 投 票 運 動 は 、 投 票 日 の 前 日 ま で と す る 。  

（ 不 在 者 投 票 管 理 者 ）  

第 １ ２ 条  不 在 者 投 票 管 理 者 は 、 不 在 者 投 票 管 理 者 と な る べ き 者 か ら 不

在 者 投 票 管 理 者 に な る こ と に つ い て 承 諾 が 得 ら れ た 場 合 に 限 り 置 く も

の と す る 。  

（ 投 票 及 び 開 票 ）  

第 １ ３ 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 住 民 投 票 の 投 票 及 び 開 票 に 関

し て は 、 富 士 宮 市 の 議 会 の 議 員 及 び 長 の 選 挙 に 係 る 公 職 選 挙 法 、 公 職

選 挙 法 施 行 令（ 昭 和 ２ ５ 年 政 令 第 ８ ９ 号 ）及 び 公 職 選 挙 法 施 行 規 則（ 昭

和 ２ ５ 年 総 理 府 令 第 １ ３ 号 ） の 規 定 の 例 に よ る 。  

（ 結 果 の 報 告 等 ）  

第 １ ４ 条  選 挙 管 理 委 員 会 は 、 住 民 投 票 の 結 果 が 確 定 し た と き は 、 速 や

か に 市 長 に こ れ を 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  

２  市 長 は 、前 項 の 規 定 に よ り 選 挙 管 理 委 員 会 か ら 報 告 が あ っ た と き は 、

速 や か に そ の 結 果 を 告 示 す る と と も に 、 富 士 宮 市 議 会 議 長 に 通 知 す る

も の と す る 。  

（ 住 民 投 票 結 果 の 尊 重 ）  



第 １ ５ 条  市 長 は 、 住 民 投 票 の 結 果 を 尊 重 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 委 任 ）  

第 １ ６ 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な

事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 失 効 ）  

２  こ の 条 例 は 、 投 票 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ９ ０ 日 を 経 過 し た 日 に そ の

効 力 を 失 う 。  

 



別記様式（第７条関係） 
年  月  日  執行 

 
 市が進めている（仮称）郷土史博物館事業を今、実施することの賛否を問う住

民投票 
 

【注 意】 
１ 市が進めている（仮称）郷土史博物館事業を今、実施することに賛成する

場合は賛成欄に、今、実施することに反対する場合は反対欄に〇を１つ記入

してください。 
 
２ 〇の他は、何も書かないでください。 

 
 
 
 

  

〇
を
つ
け
る
欄 

反
対 

賛
成 

選 

択 
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 備考 
  １ 富士宮市選挙管理委員会の印は刷込式とする。 
  ２ 白地に黒塗りとする。 
  ３ 投票用紙の大きさは、縦１２８ミリメートル横８０ミリメートルとする。 

富士宮市

選挙管理

委員会印 



意 見 書  

 

地 方 自 治 法 第 ７ ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、「 市 が 進 め て い る （ 仮 称 ）

郷 土 史 博 物 館 事 業 を 今 、 実 施 す る こ と の 賛 否 を 問 う 住 民 投 票 条 例 」 の 制

定 に つ い て 直 接 請 求 が あ り ま し た の で 、 同 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 、 次 の

と お り 意 見 を 申 し 述 べ ま す 。  

 

１  本 市 に お け る 歴 史 文 化 資 源 の 現 状 に つ い て  

  は じ め に 、 本 市 に お け る 歴 史 文 化 資 源 の 現 状 に つ い て 、 説 明 申 し 上

げ ま す 。  

  本 市 に は 、 富 士 山 は も ち ろ ん 、 白 糸 ノ 滝 、 大 鹿 窪 遺 跡 な ど の 史 跡 や

文 化 財 と し て の 指 定 や 登 録 を 受 け た も の だ け で な く 、 美 術 品 、 古 文 書

な ど の 有 形 の 文 化 財 や 伝 統 行 事 、 祭 り な ど の 無 形 の 文 化 財 の ほ か 、 地

域 の 人 々 の 暮 ら し の 中 で 形 成 さ れ た 民 話 、 伝 承 な ど 多 様 な 歴 史 ・ 文 化

を 伝 え る 歴 史 文 化 資 源 が 数 多 く 存 在 し ま す 。こ う し た 歴 史 文 化 資 源 は 、

本 市 特 有 の 「 宝 」 で あ り ま す が 、 こ れ ら を 後 世 に 継 承 す る た め に は 、

現 状 で は 幾 つ か の 課 題 が あ り ま す 。  

  ま ず 、一 つ 目 の 課 題 と し て は 、歴 史 文 化 資 源 の 保 存 管 理 で あ り ま す 。  

  歴 史 文 化 資 源 は 、 そ の 種 類 や 材 質 ご と に 適 し た 保 存 環 境 が あ り 、 特

に 、 傷 み の 進 み や す い 古 文 書 な ど に つ い て は 、 本 来 、 温 度 や 湿 度 の 管

理 さ れ た 収 蔵 庫 で 大 切 に 管 理 す る 必 要 が あ り ま す が 、 市 内 に は 、 歴 史

文 化 資 源 を 適 切 な 環 境 で 保 存 管 理 す る こ と が で き る 収 蔵 施 設 が あ り ま

せ ん 。 現 在 、 収 蔵 場 所 と な っ て い る 富 士 宮 市 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー や 芝

川 会 館 に お い て も 、 遮 光 さ れ た の み の 温 度 や 湿 度 管 理 が さ れ な い 通 常

の 部 屋 で 保 存 管 理 し て い る 状 況 で あ り 、 さ ら に 、 こ れ ら 施 設 に つ き ま

し て は 、 今 後 、 施 設 の 老 朽 化 や 浸 水 の お そ れ も あ り ま す 。 ま た 、 市 内

に は 、市 民 の 方 な ど が 保 存 管 理 す る 歴 史 文 化 資 源 も 数 多 く あ り ま す が 、

高 齢 化 や 後 継 者 不 足 に よ り 、今 後 の 保 存 管 理 が 危 ぶ ま れ 、貴 重 な「 宝 」

の 消 失 や 他 の 自 治 体 等 へ の 流 出 の 危 機 に 晒 さ れ て お り ま す 。 所 有 者 の

世 代 交 代 が 行 わ れ る 中 で 、 歴 史 文 化 資 源 を 確 実 に 守 る こ と が 難 し く な



っ た 際 に 、 安 心 し て 預 け る 、 又 は 寄 贈 す る こ と が で き る 場 所 が 必 要 で

あ り ま す 。  

次 に 、 二 つ 目 の 課 題 と し て は 、 歴 史 文 化 資 源 の 価 値 を 知 り 、 親 し む

場 が 十 分 に な い こ と で す 。  

市 民 の 皆 様 が 歴 史 文 化 資 源 の 価 値 を 知 り 、 親 し む こ と に よ り 、 大 切

に 後 世 へ 引 き 継 ぐ こ と の 必 要 性 を 感 じ て も ら う こ と が で き 、 そ れ が 守

り 伝 え る 人 材 を 育 成 す る こ と に つ な が り ま す 。 そ の た め に は 、 分 か り

や す い 展 示 と 解 説 、 楽 し み な が ら 学 べ る 講 座 や 活 動 な ど を 提 供 し て い

く こ と が 必 要 と な り ま す が 、そ の よ う な 活 動 の 拠 点 が な い こ と に よ り 、

本 市 の 歴 史 ・ 文 化 を 継 承 す る た め の 機 運 の 醸 成 を 十 分 に 図 る こ と が で

き ま せ ん 。  

以 上 の と お り 、 本 市 の 「 宝 」 で あ る 歴 史 文 化 資 源 は 、 そ の 継 承 の 危

機 に 瀕 し て い る と い っ て も 過 言 で は な く 、 こ の ま ま で は 、 こ れ ま で 連

綿 と 受 け 継 が れ て き た 本 市 の 歴 史 ・ 文 化 を 後 世 に 伝 え る こ と が 困 難 な

状 況 で あ り ま す 。  

２  （ 仮 称 ） 郷 土 史 博 物 館 事 業 に つ い て  

次 に 、（ 仮 称 ） 郷 土 史 博 物 館 事 業 に つ い て 、今 ま で の 経 緯 を 含 め 、改

め て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

本 市 で は 、 昭 和 ４ ５ 年 ２ 月 に 富 士 宮 市 立 郷 土 資 料 館 を 建 設 し 、 文 化

財 の 展 示 及 び 収 蔵 を 行 っ て お り ま し た が 、 市 民 文 化 会 館 建 設 に 伴 い 、

同 資 料 館 は 解 体 さ れ 、 新 た な 施 設 が 整 備 さ れ る ま で の 間 の 一 時 的 な 対

応 と し て 、 会 館 内 に 規 模 を 縮 小 し て 移 転 す る こ と と な り ま し た 。 そ の

後 、 新 た な 施 設 の 整 備 が 進 ま な い 中 に お い て 、 富 士 山 の あ る ま ち 富 士

宮 に ふ さ わ し い 博 物 館 整 備 に 対 す る 機 運 の 盛 り 上 が り が あ り 、 平 成 ２

年 度 に は 、 Ｎ Ｈ Ｋ 静 岡 放 送 局 と 富 士 宮 市 が 主 催 し た シ ン ポ ジ ウ ム 「 富

士 山 と 博 物 館  富 士 山 に 夢 を 語 る 」 が 開 催 さ れ 、 静 岡 大 学 の 若 林 淳 之

名 誉 教 授 の 講 話 や パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン な ど が 行 わ れ る と と も に 、

教 育 委 員 会 の 文 化 財 の 保 存 及 び 活 用 に 関 す る 諮 問 機 関 で あ る 文 化 財 保

護 審 議 会 に お い て 、博 物 館 建 設 に 向 け て の 協 議 が 行 わ れ 、「 の ぞ ま し い

博 物 館 像 」 に つ い て 報 告 書 が ま と め ら れ ま し た 。  



ま た 、 平 成 ３ 年 度 に は 、 公 募 委 員 ２ ４ 人 で 組 織 さ れ た 「 博 物 館 を 語

る 会 」に よ っ て 、「 富 士 宮 市 に お け る 望 ま し い 博 物 館 像 に つ い て の 提 言 」

が ま と め ら れ 、 さ ら に 、 市 職 員 の 自 主 研 究 会 が 「 富 士 山 博 物 館 構 想 」

に つ い て 検 討 し 、 そ の 報 告 書 を ま と め あ げ ま し た 。  

し か し な が ら 、 そ の 後 の バ ブ ル 経 済 の 崩 壊 等 の 社 会 情 勢 の 変 化 に よ

り 、 博 物 館 の 整 備 は 実 現 し な い ま ま 、 現 在 に 至 っ て お り ま す 。  

私 は 、 市 長 と し て 、 こ う し た こ れ ま で の 教 育 行 政 の 思 い を し っ か り

と 受 け 止 め 、 先 ほ ど 申 し 上 げ ま し た 本 市 の 歴 史 文 化 資 源 を 取 り 巻 く 課

題 解 決 を 図 る と と も に 、 本 市 の 数 々 の 歴 史 ・ 文 化 を も っ と 市 民 の 皆 様

に 知 っ て い た だ き 、 よ り 一 層 郷 土 に 愛 着 と 誇 り を 持 っ て 欲 し い と い う

強 い 思 い か ら 、 本 市 の 最 上 位 計 画 で あ る 第 ５ 次 富 士 宮 市 総 合 計 画 に 文

化 財 の 保 護 ・ 活 用 を 施 策 と し て し っ か り と 位 置 付 け ま し た 。 こ れ に 基

づ き 、 教 育 委 員 会 で は 、 令 和 ４ 年 ３ 月 に （ 仮 称 ） 富 士 宮 市 立 郷 土 史 博

物 館 基 本 構 想 を 策 定 し 、 本 市 の 歴 史 文 化 資 源 に お け る 現 状 と 課 題 を 踏

ま え 、 基 本 理 念 を 「 富 士 宮 市 の 歴 史 ・ 文 化 を 学 び 未 来 を 拓 く 、 人 づ く

り の 拠 点 」 と 定 め た 上 で 、 収 集 と 保 存 、 調 査 研 究 と 成 果 の 発 表 、 展 示

公 開 、 教 育 と 普 及 、 ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 と 活 用 、 情 報 の 発 信 、 活 動 の 評

価 と い っ た 七 つ の 活 動 を 実 施 す る こ と と し 、 そ の 拠 点 と な る 場 と し て

郷 土 史 博 物 館 の 整 備 の 必 要 性 を 明 確 に し ま し た 。 令 和 ４ 年 度 に は 、 そ

の 必 要 性 を 市 民 の 皆 様 に 知 っ て い た だ く た め 、 市 内 １ ３ か 所 で 説 明 会

を 開 催 し 、 多 く の 御 意 見 を い た だ き ま し た 。 い た だ い た 御 意 見 の 多 く

は 、 基 本 構 想 に 想 定 と し て 示 さ せ て い た だ い た 建 設 費 用 や 建 設 候 補 地

に つ い て の も の で あ り ま し た が 、こ れ ら に つ き ま し て は 、「 基 本 計 画 を

策 定 す る 中 で 検 討 す る 」 こ と と な っ て お り 、 本 年 度 は 、 こ の 基 本 計 画

の 策 定 を 進 め て い る と こ ろ で あ り ま す 。 基 本 計 画 で は 、 市 民 の 皆 様 の

御 意 見 な ど を 踏 ま え 、 施 設 整 備 計 画 、 立 地 、 収 蔵 計 画 、 展 示 計 画 、 管

理 運 営 計 画 、 事 業 活 動 計 画 、 事 業 推 進 計 画 、 ネ ッ ト ワ ー ク 計 画 等 に つ

い て 具 体 的 に 検 討 し 、 本 市 に 必 要 な 博 物 館 像 を お 示 し す る 予 定 で あ り

ま す 。  

議 員 の 皆 様 に 対 し ま し て も 、（ 仮 称 ）郷 土 史 博 物 館 事 業 に つ い て 、こ



れ ま で 幾 度 と な く 説 明 さ せ て い た だ き 、 協 議 を 重 ね て ま い り ま し た 。  

令 和 ２ 年 度 の 博 物 館 基 本 構 想 の 策 定 に 係 る 予 算 審 議 の 際 に は 、 市 民

へ の 周 知 や 議 会 意 見 の 尊 重 、 構 想 検 討 委 員 会 協 議 内 容 の 公 開 、 建 設 あ

り き で 検 討 し な い こ と な ど に つ い て 附 帯 決 議 が 付 さ れ た こ と か ら 、 こ

れ ら に つ い て 約 束 を さ せ て い た だ き ま し た 。  

令 和 ４ 年 ３ 月 に 策 定 さ れ た 基 本 構 想 に つ き ま し て は 、 全 員 協 議 会 に

お い て そ の 内 容 の 説 明 を 行 い 、 令 和 ５ 年 に は 、 選 挙 後 に 新 し く 議 員 と

な ら れ た 皆 様 に 対 し ま し て も 同 様 に 説 明 を さ せ て い た だ き ま し た 。  

ま た 、 令 和 ６ 年 度 に は 、 議 員 の 皆 様 に 対 し 、 議 員 説 明 会 と 全 員 協 議

会 を 計 ３ 回 開 催 し 、 丁 寧 な 説 明 に 努 め さ せ て い た だ き ま し た 。  

そ し て 、 先 の 令 和 ７ 年 ２ 月 定 例 会 で は 、 総 務 文 教 委 員 会 に お い て 、

実 際 に 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー を 御 覧 い た だ き 、 収 蔵 物 や そ の 保 存 管 理 の

現 状 に つ い て 御 確 認 い た だ く と と も に 、 令 和 ７ 年 度 当 初 予 算 審 議 に お

い て は 、 熱 い 議 論 が 交 わ さ れ 、 慎 重 な 審 議 の 末 に 、 基 本 計 画 策 定 の 予

算 を 認 め て い た だ き ま し た 。 そ の 際 に 、 議 員 各 位 か ら い た だ い た 御 意

見 の と お り 、 基 本 計 画 の 策 定 に 当 た っ て は 、 市 民 の 意 見 を 取 り 入 れ る

と と も に 、 郷 土 史 博 物 館 の 必 要 性 に つ い て 更 に 周 知 を 図 る な ど 、 じ っ

く り と 丁 寧 に 取 り 組 む こ と を 約 束 さ せ て い た だ き ま し た 。  

以 上 の と お り 、（ 仮 称 ）郷 土 史 博 物 館 事 業 に つ き ま し て は 、市 民 の 皆

様 の 御 意 見 も い た だ き な が ら 、 地 方 自 治 の 原 則 で あ る 議 会 制 民 主 主 義

に よ り 、 議 会 と 当 局 と の 間 で し っ か り と 議 論 さ れ た 上 で 、 進 め ら れ て

き て お り ま す 。  

３  住 民 投 票 条 例 案 の 問 題 点 に つ い て  

  次 に 、 請 求 代 表 者 が 提 出 し た 住 民 投 票 条 例 案 の 問 題 点 に つ い て 申 し

上 げ ま す 。  

  ま ず 、 第 １ 条 （ 目 的 ） に お い て 、「 市 が 進 め て い る （ 仮 称 ） 郷 土 史 博

物 館 事 業 に つ い て 、 今 、 実 施 す る こ と の 賛 否 を 市 民 に 問 う こ と を 目 的

と す る 」と 規 定 さ れ て お り ま す 。 つ ま り 、 本 条 例 の 目 的 は 、（ 仮 称 ） 郷

土 史 博 物 館 事 業 を 実 施 す る こ と の 賛 否 を 問 う の で は な く 、 そ の 実 施 時

期 を 問 う も の と な っ て お り ま す 。 し か し な が ら 、 そ も そ も （ 仮 称 ） 郷



土 史 博 物 館 の 規 模 や 建 設 費 用 、 建 設 候 補 地 な ど に つ き ま し て は 、 先 ほ

ど 申 し 上 げ ま し た と お り 、 こ れ か ら 策 定 す る 基 本 計 画 の 中 で お 示 し す

る も の で あ り 、 現 状 で は こ れ ら の 具 体 的 な 内 容 に つ い て は 、 何 ら 決 定

し て お り ま せ ん の で 、 仮 に 、 同 事 業 を 実 施 す る こ と の 賛 否 を 問 わ れ た

と し て も 市 民 の 皆 様 は 答 え よ う が な い の に 、 そ の 実 施 時 期 が 「 今 」 か

ど う か を 問 わ れ ま し て も 、「 今 」が い つ の 時 点 を 指 し て い る の か 不 明 で

あ る こ と も あ り 、 何 ら 答 え よ う が あ り ま せ ん 。 よ っ て 、 こ の よ う な 状

況 に お い て 住 民 投 票 を 実 施 し た と し て も 、 市 民 の 皆 様 の 意 思 を 適 正 に

反 映 す る こ と が で き な い ば か り か 誤 解 や 混 乱 を 招 く お そ れ が あ り ま す 。 

次 に 、 第 ４ 条 （ 投 票 日 ） に お い て 、 住 民 投 票 の 期 日 が 本 条 例 の 施 行

の 日 か ら 起 算 し て ６ ０ 日 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 市 長 が 定 め る 日 と

さ れ 、 本 条 例 の 施 行 の 日 が 公 布 の 日 と さ れ て い る た め 、 住 民 投 票 は 、

本 条 例 の 公 布 の 日 か ら 起 算 し て ６ ０ 日 を 超 え な い 範 囲 に お い て 実 施 す

る こ と と な り ま す が 、 住 民 投 票 に つ い て は 、 公 職 選 挙 法 の 選 挙 で は な

い こ と か ら 、 選 挙 事 務 に お い て 使 用 す る い わ ゆ る 「 選 挙 シ ス テ ム 」 を

使 用 す る こ と が で き ま せ ん 。 よ っ て 、 住 民 投 票 を 適 正 か つ 正 確 に 実 施

す る た め に は 、 多 額 の 予 算 と 相 当 の 期 間 を 費 や し 、 新 た に 住 民 投 票 の

た め の シ ス テ ム を 開 発 す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 そ の 期 間 を 考 慮 す る

と 第 ４ 条 に 規 定 す る 範 囲 内 に 住 民 投 票 を 実 施 す る こ と は 非 常 に 困 難 で

あ り ま す 。  

次 に 、 第 １ ５ 条 （ 住 民 投 票 結 果 の 尊 重 ）に お い て 、「 市 長 は 、 住 民 投

票 の 結 果 を 尊 重 し な け れ ば な ら な い 」 と 規 定 さ れ て い る も の の 、 住 民

投 票 の 成 立 要 件 に つ い て の 規 定 が あ り ま せ ん 。 こ れ ま で の 議 会 制 民 主

主 義 に お け る 経 過 を 踏 ま え ず 、 あ え て 投 票 結 果 を 尊 重 し よ う と す る の

で あ れ ば 、 住 民 投 票 の 成 立 要 件 と し て 、 投 票 結 果 を 有 効 と す る 投 票 率

の 規 定 が 必 要 で あ る と 考 え ま す が 、 条 例 案 に は そ の よ う な 規 定 は あ り

ま せ ん 。 こ れ で は 、 仮 に 、 投 票 率 が 著 し く 低 く 、 民 意 が 十 分 に 反 映 さ

れ て い な い よ う な 場 合 で あ っ て も そ の 結 果 を 尊 重 し な け れ ば な ら な い

こ と と な っ て し ま い ま す 。  

 



４  意 見  

以 上 を 踏 ま え 、 条 例 案 に 対 す る 私 の 意 見 を 申 し 上 げ さ せ て い た だ き

ま す 。  

私 は 、 本 条 例 の 制 定 に 反 対 し ま す 。  

憲 法 で は 、 地 方 公 共 団 体 に 議 事 機 関 と し て の 議 会 を お き 、 長 と 議 員

に つ い て は 、 住 民 が 直 接 選 挙 す る と 定 め ら れ て お り ま す 。 こ れ は 、 選

挙 で 選 ば れ た 長 と 同 じ く 選 挙 で 選 ば れ た 議 員 で 構 成 さ れ る 議 会 が 、 住

民 の 代 表 者 と し て 、 そ れ ぞ れ の 権 限 と 責 任 に よ り 行 政 を 運 営 す る 議 会

制 民 主 主 義 に よ り 、 住 民 自 治 の 実 現 を 図 ろ う と す る も の で あ り ま す 。

地 方 自 治 に お い て は 、 こ の 代 表 者 に よ る 議 会 制 民 主 主 義 を 原 則 と し 、

こ れ を 補 完 す る た め の 制 度 と し て 、 住 民 の 意 思 を 直 接 反 映 さ せ る 仕 組

み が 直 接 請 求 で あ り ま す 。  

本 件 に つ き ま し て は 、 先 ほ ど 申 し 上 げ ま し た と お り 、 議 会 制 民 主 主

義 に よ り 、 議 会 と 当 局 と の 間 で し っ か り と 議 論 さ れ 、 進 め ら れ て き ま

し た 。 特 に 、 基 本 計 画 の 策 定 に 係 る 予 算 審 議 の 場 面 で は 、 議 会 制 民 主

主 義 の 正 当 な 手 続 に 基 づ き 、 慎 重 な 議 論 の 末 、 議 決 を い た だ い て 市 と

し て の 意 思 が 既 に 決 定 さ れ て お り ま す 。 よ っ て 、 決 定 さ れ た 意 思 に 基

づ き 、 認 め て い た だ い た 予 算 を し っ か り と 責 任 を も っ て 執 行 す る こ と

が 市 長 で あ る 私 の 責 任 で あ る と 考 え て お り ま す の で 、 こ の よ う な 状 況

下 に お い て 、 本 事 業 の 意 思 決 定 に 関 し 、 住 民 投 票 を 実 施 す る 必 要 は な

い も の と 判 断 い た し ま す 。  

（ 仮 称 ） 郷 土 史 博 物 館 は 、 本 市 の 歴 史 ・ 文 化 の 拠 点 と し て 、 こ ど も

は も ち ろ ん 、大 人 に と っ て も 自 分 の ま ち の 歴 史・文 化 を 学 び 、研 究 し 、

実 際 に 触 れ る た め の 場 と な り ま す 。 市 民 が 郷 土 富 士 宮 を 知 る こ と で 、

驚 き や 発 見 が 必 ず あ り 、 そ う し た 体 験 が 郷 土 へ の 愛 着 や 誇 り を 持 つ き

っ か け と な り ま す 。  

少 子 高 齢 化 が 進 み 、 人 口 も 減 少 す る 中 、 郷 土 に 愛 着 や 誇 り を 持 っ た

市 民 が 、 富 士 宮 に 住 み 続 け た い 、 帰 り た い と 思 え る よ う な ま ち に す る

と と も に 、 歴 史 ・ 文 化 に 興 味 を 持 ち 、 大 切 に す る 心 を 持 っ た 市 民 を 増

や す こ と で 、 地 域 の 宝 で あ る 歴 史 文 化 資 源 を 守 り 、 伝 承 し 、 後 世 に 伝



え 続 け る こ と が で き ま す 。 人 口 減 少 に 対 し て 即 効 性 の あ る も の で は あ

り ま せ ん が 、 だ か ら こ そ 、 １ ０ 年 後 、 ２ ０ 年 後 の 将 来 を 見 据 え 、 い ち

早 く「 今 」、未 来 へ の 投 資 に 取 り 組 む こ と が 肝 要 で あ る と 考 え て お り ま

す 。  

本 請 求 の 要 旨 に は 、 物 価 高 騰 等 の 折 、 市 民 の 暮 ら し に 直 結 す る 課 題

を 最 優 先 に 対 応 す べ き と あ り ま す 。 し か し な が ら 、 本 市 に お い て は 、

既 に こ う し た 喫 緊 の 課 題 に 対 し 、 順 次 し っ か り と 対 応 し て お り ま す の

で 、 博 物 館 整 備 の 有 無 に よ っ て 、 今 後 の こ う し た 課 題 へ の 対 応 が 変 わ

る も の で は あ り ま せ ん 。  

な お 、 博 物 館 の 整 備 に 当 た っ て は 、 国 の 交 付 金 や ふ る さ と 応 援 基 金

等 の 活 用 を 視 野 に 入 れ 、 財 政 面 に 十 分 配 慮 い た し ま す 。  

５  終 わ り に  

本 市 で は 、 こ れ ま で （ 仮 称 ） 郷 土 史 博 物 館 事 業 に つ い て 、 説 明 会 の

開 催 等 に よ り 、 そ の 周 知 に 努 め て ま い り ま し た 。 そ し て 、 本 年 度 に お

い て は 、 市 民 の 皆 様 に 周 知 を 図 り な が ら じ っ く り と 丁 寧 に 基 本 計 画 を

策 定 す る と い う 観 点 か ら 、 再 度 市 民 説 明 会 を ６ 月 ２ ６ 日 か ら 実 施 す る

予 定 で あ り ま す 。 一 方 で 、 本 請 求 に 係 る 署 名 運 動 を き っ か け に 、 博 物

館 整 備 を 進 め て い る こ と を 初 め て 知 っ た 市 民 の 方 も い ら っ し ゃ る と 伺

い ま し た 。 本 件 を 機 に 、 本 事 業 に 対 す る 市 民 の 皆 様 の 関 心 が 高 ま っ て

い る 今 、 本 市 の 歴 史 ・ 文 化 を 次 の 世 代 へ 継 承 し て い く こ と の 大 切 さ を

市 民 の 皆 様 に 認 識 し て い た だ く と と も に 、 そ の た め の 拠 点 と な る 博 物

館 整 備 の 必 要 性 を 御 理 解 い た だ け る よ う 、 今 後 も よ り 一 層 努 め て ま い

る 所 存 で あ り ま す 。  

議 員 各 位 に お か れ ま し て は 、 条 例 案 に つ い て 厳 正 な る 御 審 議 と 適 切

な 御 判 断 を い た だ き ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

令 和 ７ 年 ６ 月 １ ８ 日  

 

                 富 士 宮 市 長  須  藤  秀  忠  


